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※ 会議終了後2週間以内に電子メールにて教育委員会指導課 ( sidou-ky@narashino.lg.jp ) に提出する。
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委員の出欠

山本　健司

第１回協議会議事録

使用教材について
の説明

・各学年ごとに使用している副教材を説明した。本年度は本市教育委員会よ
り保護者負担軽減のための補助があった。１学年の副教材として購入予定で
あった理科実験用保護メガネを購入した。１学年の保護者から徴収する金額
の負担軽減を図ることができた。２学年、３学年においても必要な教材を精選
し、保護者負担軽減を目指している。これらについて第２回以降の学校運営
協議会で御意見をいただきたい。学校としても保護者負担軽減について分析
を続けたい。

各委員からの質
疑・意見

・学校運営基本方針には賛同できる。いじめや不登校の問題に関して、しっ
かり取り組んでいると感じた。生徒たちは教職員の背中を見て育つ。元気の
良い職員がいると校長から話があったので、体育祭などの行事を通して明る
い学校にしてほしい。
・全校生徒数が減ってきているが、この規模だからこそできる活動という考え
は良いと思う。ぜひ、香澄公園に行った花見弁当などの行事をできる範囲で
たくさん実施して欲しい。笑い声と大きな声が聞こえる学校にして欲しい。
・小さい学校のメリットとして、一人一人の生徒と教職員との距離が近いと感じ
る。授業参観を見てても明るく感じる。ぜひ、続けてほしい。
・小規模校ならではの良さを発揮してほしい。
・校長先生の説明で、丁寧に対応しているのが理解できた。生徒発表の場を
つくり、生徒を主体とする考えは、共感できる。生徒たちの将来にとても役立
つものだと感じる。
・七中学区は地域とのつながりが強いと感じる。海辺のコンサート、七中フェ
スティバル、地域のお祭りなどがあり、学校に集まる行事や地域行事がある
のは素晴らしい。適応指導教室を１階に移した取組はとても素晴らしい。七中
は通常学級と特別支援学級の連携がとれているので、それと同じように適応
指導教室も連携がとれていくと、学校に行きづらい生徒も来れるようになれる
のではないかと考える。
・学校ホームページをさらに充実させると地域への情報発信につながる。

傍聴者

議題 協議結果・意見の概要等

1 会長、副会長の選
出

互選により、会長に山本健司委員、副会長に寺井早苗委員、書記に玉井恵
枝委員を選出した。

2 学校運営基本方
針の承認について

学　校　運　営　協　議　会　会　議　録

会議の名称 第七中

開催日時
令和

【開会】 【閉会】15:00 16:30

　本校、校長より学校運営基本方針について説明をした。学校教育目標や本
年度の重点、研究主題を説明し委員の方々に理解を得られた。本校教育理
念である「合いのある学校」を合い言葉に、学習活動や行事において「語り合
い」、「学び合い」、「響き合い」を重点として取組を行っていくことを説明した。
昨年度の本校公開研究を活かし、主題のユニーバーサルデザインに基づい
たきめ細やかな指導を行う学校経営基本方針で承認が得られた。

開催場所 第七中 図書

寺井　早苗


